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会　計　名 21年度 20年度 増減額 増減率％

特　

別　

会　

計

一　般　会　計

水　道　事　業　会　計
総　　　　　計

国 民 健 康 保 険 事 業
四宮土地区画整理事業
公 共 下 水 道 事 業
都 市 開 発 資 金
公共用地先行取得事業
老 人 保 健 事 業
後 期 高 齢 者 医 療 事 業

44,123,000

5,207,798
75,098,793

17,213,689
87,403

6,416,481
783

1,020,061
5,589

1,023,989

45,818,000

4,484,329
77,006,350

16,053,516
70,408

6,646,833
500

984,055
1,972,586
976,123

△1,695,000

723,469
△1,907,557

1,160,173
16,995

△230,352
283

36,006
△1,966,997

47,866

△3.7

16.1
△2.5

7.2
24.1
△3.5
56.6
3.7

△99.7
4.9

平成21年度当初予算総括表 （単位：千円）

第1回定例会第1回定例会 当
初
予
算
な
ど
３１
議
案
を
可
決

当
初
予
算
な
ど
３１
議
案
を
可
決

予
算
総
額
７
５
１
億
円

予
算
総
額
７
５
１
億
円

予
算
総
額
７
５
１
億
円

予
算
総
額
７
５
１
億
円

予
算
総
額
７
５
１
億
円

予
算
総
額
７
５
１
億
円

学
力
向
上
等
を
目
指
し

学
力
向
上
等
を
目
指
し

　

土
曜
自
学
自
習
室
を
開
設

土
曜
自
学
自
習
室
を
開
設

学
力
向
上
等
を
目
指
し

　

土
曜
自
学
自
習
室
を
開
設

公
民
協
働
の
促
進
に
向
け

公
民
協
働
の
促
進
に
向
け

仮
称
協
働
促
進
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

仮
称
協
働
促
進
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

　
今
回
の
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
平
成

21
年
度
の
当
初
予
算
は
、
左
下
表
の
と

お
り
総
額
７
５
０
億
９
８
７
９
万
３
０

０
０
円
の
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
財
政
状
況
は
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
が
こ
こ
数
年
間
続
く
も
の

と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
危
機
を
次

の
時
代
へ
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
全
庁

を
挙
げ
て
よ
り
一
層
の
経
費
削
減
、
創

意
工
夫
に
努
め
る
と
と
も
に
、
新
年
度

予
算
に
つ
い
て
は
、
基
金
依
存
型
財
政

構
造
か
ら
の
脱
却
を
図
り
、
22
年
度
に

収
支
均
衡
予
算
を
実
現
す
る
た
め
の
中

間
年
度
と
し
て
、
予
算
編
成
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
前
年
度
比

３
・７
％
、
16
億
９
５
０
０
万
円
減
の

４
４
１
億
２
３
０
０
万
円
で
、
主
な
事

業
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
育
成
や
設
立
を

援
助
す
る
公
民
協
働
促
進
、
休
日
保
育

導
入
等
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
充
実
、
住
宅

市
街
地
総
合
整
備
、
地
域
と
連
携
し
た

全
小
・
中
学
校
に
お
け
る
土
曜
日
の
自

学
自
習
支
援
、
小
・
中
学
校
施
設
改
修

な
ど
で
す
。

　

本
年
度
予
算
の
採
決
に
当
た
っ
て

は
、
一
般
会
計
及
び
国
民
健
康
保
険
事

業
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
の
各
特
別

会
計
が
反
対
討
論
の
後
、賛
成
多
数
で
、

残
り
５
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業
会
計

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
全
員
異
議
な

く
可
決
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
般
会
計
予
算
の
各
常
任
委

員
会
で
の
審
査
概
要
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
児
童
・
生

徒
の
学
習
習
慣
の
確
立
と
学
力
向
上
を

目
指
し
て
、
各
中
学
校
区
学
校
支
援
地

域
本
部
と
行
政
が
連
携
し
、
土
曜
日
に

本
市
独
自
の
小
・
中
学
校
に
お
け
る
学

習
支
援
に
関
す
る
事
業
が
「
か
ど
ま
土

曜
自
学
自
習
室
サ
タ
ス
タ
」
と
し
て
実

施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
概
要
を
た

だ
し
た
と
こ
ろ
、
小
学
校
は
４
年
生
と

５
年
生
、
中
学
校
は
２
年
生
を
対
象
と

し
、
学
習
内
容
に
つ
い
て
は
、
小
学
生

は
既
存
ソ
フ
ト
を
、
中
学
生
は
事
業
内

容
に
合
っ
た
新
規
ソ
フ
ト
を
活
用
し
、

プ
リ
ン
ト
学
習
等
を
実
施
す
る
も
の

で
、実
施
場
所
及
び
講
師
に
つ
い
て
は
、

申
し
込
み
状
況
に
応
じ
て
対
応
し
て
い

き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
な
お
、
本
事
業
と
小
・
中
学
校
で
平

日
の
放
課
後
に
週
１
回
実
施
し
て
い
る

「
ま
な
び
舎
事
業
」
と
の
整
合
性
や
連

携
に
つ
い
て
は
、
両
事
業
と
も
別
の
授

業
で
あ
り
、
指
導
す
る
内
容
に
つ
い
て

も
多
少
異
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
今
後
、
授
業
を
展
開
す
る
中
で
整

合
性
な
ど
が
図
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
一
中
と
六
中
の
統
合
中

学
校
建
設
で
導
入
す
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の

進
捗
状
況
、
小
中
一
貫
教
育
の
進
捗
状

況
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
、
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　
総
務
水
道
常
任
委
員
会
で
は
、
歳
入

の
根
幹
を
な
す
21
年
度
予
算
の
市
税
の

減
収
要
因
と
今
後
の
動
向
を
た
だ
し
た

と
こ
ろ
、
原
油
高
に
伴
う
コ
ス
ト
増
に

加
え
、
世
界
的
な
需
要
後
退
を
受
け
た

売
上
高
の
減
少
、
さ
ら
に
金
融
危
機
が

深
刻
化
し
た
20
年
10
月
以
降
、
輸
出
を

軸
と
し
た
需
要
減
に
よ
り
、
企
業
活
動

の
縮
小
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
の
中
、

本
市
の
税
収
入
も
個
人
・
法
人
市
民
税

の
所
得
課
税
の
落
ち
込
み
と
固
定
資
産

税
の
評
価
が
え
に
よ
る
家
屋
の
減
価
等

の
影
響
で
大
幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ
、

特
に
法
人
市
民
税
に
つ
い
て
は
、
景
気

後
退
に
よ
る
企
業
収
益
の
悪
化
を
受

け
、
製
造
業
や
建
設
関
連
企
業
の
ほ
と

ん
ど
が
減
収
と
な
り
、
前
年
度
比
35
・

６
％
、
約
７
億
４
０
０
０
万
円
減
の
見

込
み
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
市
税
収
入
確
保
に
向

け
て
の
今
後
の
取
り
組
み
を
た
だ
し
た

と
こ
ろ
、
21
年
度
の
徴
収
事
務
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
よ
り
一
層
厳
し
い
状
況

が
続
く
と
予
測
さ
れ
る
が
、
行
財
政
改

革
推
進
計
画
に
お
け
る
市
税
合
計
の
目

標
徴
収
率
91・32
％
を
達
成
す
る
た
め
、

現
年
度
課
税
分
に
つ
い
て
は
、
延
滞
金

徴
収
強
化
に
よ
る
納
期
内
納
付
普
及
の

継
続
実
施
や
新
た
な
滞
納
繰
越
の
発
生

防
止
の
た
め
の
催
告
を
徹
底
し
、
ま
た

滞
納
繰
越
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
な
財

産
調
査
に
基
づ
く
差
し
押
さ
え
等
の
実

施
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
に
向
け
た

新
た
な
手
法
な
ど
に
も
取
り
組
み
な
が

ら
、
徴
収
率
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た

い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
少
人
数
に
よ
る
強
固
な

組
織
の
確
立
に
向
け
て
の
取
り
組
み
、

庁
内
電
子
化
基
盤
整
備
の
効
果
な
ど
に

つ
い
て
質
疑
、
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
民
生
常
任
委
員
会
で
は
、
協
働
促
進

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
業
務
委
託
の
内
容
を

た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
本
市
市
民
公
益
活

動
支
援
・
協
働
指
針
に
基
づ
き
協
働
を

よ
り
具
体
に
促
進
す
る
た
め
、
協
働
の

仕
組
み
や
体
制
、
協
働
化
を
促
進
す
べ

き
事
業
等
に
つ
い
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
や

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
を
専
門
的
な
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
等
へ
委
託
す
る
も
の
で
あ

り
、
同
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
当
た
っ
て

は
、
仮
称
協
働
促
進
検
討
委
員
会
を
設

置
し
、
そ
の
中
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
公
募
市
民

及
び
学
識
経
験
者
等
８
人
程
度
で
構
成

す
る
市
民
部
会
と
職
員
で
構
成
す
る
行

政
部
会
を
設
け
、
合
同
部
会
も
開
催
す

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
保
育
所
４
園
の
民
営
化

に
伴
う
激
変
緩
和
対
策
事
業
補
助
金

の
概
要
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
配
置
事
業
の
内
容
な
ど
に
つ

い
て
質
疑
、
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
交
通
安
全

施
設
等
整
備
工
事
に
お
い
て
実
施
さ
れ

る
路
側
帯
の
カ
ラ
ー
舗
装
の
実
施
基
準

を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
市
内
に
は
歩
道

が
設
置
で
き
な
い
狭
隘
な
道
路
が
多

く
、
歩
行
者
の
安
全
対
策
に
苦
慮
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
特
に
通
学
路
の

安
全
対
策
に
は
、
従
前
よ
り
要
望
が
多

い
こ
と
か
ら
、
門
真
警
察
署
な
ど
関
係

機
関
と
協
議
の
上
、
対
応
策
を
検
討
し

て
お
り
、
色
彩
に
よ
る
自
動
車
と
歩
行

者
の
分
離
は
安
全
対
策
上
の
効
果
が
あ

る
と
の
認
識
か
ら
、
路
側
帯
へ
の
緑
色

等
の
カ
ラ
ー
舗
装
を
学
校
周
辺
の
通
学

路
か
ら
順
次
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
、
21
年
度
は
延
長
約
３
０
０
ｍ

の
施
工
を
予
定
し
て
い
る
が
、
予
算
の

可
能
な
限
り
推
進
し
て
い
き
た
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
北
島
地
区
の
市
街
化
調

整
区
域
に
お
け
る
良
好
な
ま
ち
づ
く
り

へ
の
誘
導
策
、
中
町
地
区
建
物
調
査
業

務
委
託
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
、

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

２
・
４　
全
国
高
速
自
動
車
道
市
議
会
協

議
会
定
期
総
会

　
　
６　
大
阪
府
市
議
会
議
長
会
理
事
会

　
　
６　
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
全
員
協
議
会

　
　
９　
全
国
市
議
会
議
長
会
部
会
長
会

議
・
理
事
会
・
評
議
員
会

　
　
10　
飯
盛
霊
園
組
合
議
会
全
員
協
議

会

　
　
18　
河
北
市
議
会
議
長
会
議
員
合
同

研
修
会

　
　
20　
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
定
例
会

　
　
20　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
23　
東
部
大
阪
治
水
対
策
促
進
議
会

協
議
会
常
任
委
員
会
・
総
会

　
　
27　
本
会
議（
第
１
回
定
例
会
開
会
）

３
・
２　

大
阪
府
市
議
会
議
長
会
理
事

会
・
総
会

　
　
４　
飯
盛
霊
園
組
合
議
会
管
外
行
政

調
査

　
　
11　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
11　
本
会
議
（
代
表
質
問
）

　
　
12　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
12　
本
会
議
（
代
表
・
一
般
質
問
）

　
　
16　
民
生
常
任
委
員
会　
　
　

  

　
　
17　
建
設
常
任
委
員
会

　
　
19　
文
教
常
任
委
員
会

　
　
19　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
23　
総
務
水
道
常
任
委
員
会

　
　
26　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
26　
本
会
議（
第
1
回
定
例
会
閉
会
）

　
　
27　
飯
盛
霊
園
組
合
議
会
定
例
会

　
　
30　
守
口
市
門
真
市
消
防
組
合
議
会

定
例
会

　
　
30　
く
す
の
き
広
域
連
合
議
会
定
例

会

４
・
２　
近
畿
市
議
会
議
長
会
臨
時
正
副

会
長
会
議
・
支
部
長
会
議

　
　
21　
近
畿
市
議
会
議
長
会
正
副
会
長

会
議
・
理
事
会
・
総
会

議
会
の
あ
ゆ
み

（
平
成
21
年
２
月
１
日
〜
４
月
30
日
）

　

平
成
21
年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
27
日
か
ら
３

月
26
日
ま
で
の
28
日
間
に
わ
た
り
開
会
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
市
長
の
施
政
方
針
に
対
す
る
各
派
の
代

表
質
問
並
び
に
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
が
行
わ

れ
、
市
長
の
政
治
姿
勢
を
た
だ
す
と
と
も
に
、
新
年

度
の
行
財
政
運
営
の
方
向
を
示
す
平
成
21
年
度
当
初

予
算
な
ど
市
長
提
出
議
案
30
件
、
議
員
提
出
議
案
１

件
並
び
に
請
願
１
件
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
ま
し

た
。

　

こ
の
結
果
、
請
願
に
つ
い
て
は
、
不
採
択
と
し
、

そ
の
他
の
案
件
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
、
承
認
並
び
に
同
意
し
ま
し
た
。



議　会　だ　よ　り
平成21年5月1日

１　財政再建について
　⑴　行財政改革推進計画の進捗状況
について

　⑵　新たな公会計財務４表の作成に
ついて

　⑶　強固な組織体制の確立について
　⑷　事務の簡素化、効率化について
２　第５次総合計画の策定について
３　まちづくりの推進について
　⑴　門真市都市ビジョンについて
　⑵　第２京阪道路について
　⑶　地域整備について
　⑷　計画的な市街地の整備について
　⑸　住宅・住環境について
　⑹　道路行政について
　⑺　鉄道駅舎におけるエレベーター
等の設置について

　⑻　公共下水道について
　⑼　防犯・防災対策について
４　公民協働について
５　商工行政について
　⑴　門真市産業振興ビジョンについて
　⑵　門真市ものづくり企業立地促進
　　制度について
　⑶　工業系まちづくりについて
６　雇用政策問題について
　⑴　国・府の雇用対策施策と本市の雇
用状況について

７　農業振興について
　⑴　エコ農産物の推進と地域ブラン
ド化について

８　教育について
　⑴　教育特区について
　⑵　特別支援教育について
　⑶　小中一貫教育と学校適正配置事
業について

　⑷　すこやかネットと学校支援地域
本部の違いについて

　⑸　かどま土曜自学自習室サタスタ、
まなび舎Ｙｏｕｔｈ、まなび舎Ｋ
ｉｄｓについて

　⑹　スポーツ振興について
　⑺　学校施設の耐震化について
　⑻　学校給食と食育について
９　文化芸術について
　⑴　門真市の歴史と口承文化の継承
について

　⑵　文化芸術の振興について
10　健康福祉について
　⑴　医療保険について
　⑵　生活自立の援助について
　⑶　高齢福祉について

　⑷　障がい者・障がい児福祉について
　⑸　児童・ひとり親家庭福祉について
　⑹　保育サービスの拡充について
　⑺　妊婦健診の拡充について
　⑻　乳幼児医療費助成の拡充について
11　環境行政について
　⑴　資源循環型社会への普及啓発に

ついて
　⑵　自主的なリサイクル活動の促進

について

１　現状の社会認識について
２　財政再建について
３　まちづくりについて
４　公民協働について
５　産業振興について
６　教育の向上について
７　生涯教育及び文化振興について
８　健康福祉について
９　行政管理について

１　市長の政治姿勢について
　⑴　新自由主義・構造改革について
　⑵　緊急雇用経済対策について
　⑶　橋下大阪府政について
　⑷　４年間の市政運営について
　⑸　公民協働について
２　行政運営・財政問題について
　⑴　第２次行財政改革推進計画について
　⑵　民間委託や指定管理者制度について
　⑶　国保財政について
３　市民の暮らしについて
　⑴　高齢者施策について
　⑵　産業振興について
　⑶　農業振興について
４　まちづくりについて
　⑴　第２京阪道路問題について
　⑵　北島市街化調整区域の今後について
　⑶　自転車駐輪対策と自転車道の整
　　備について
　⑷　幸福町・中町まちづくり基本計画
について

５　子育てについて
　⑴　少子化プロジェクトについて
　⑵　保育行政について
６　教育について
　⑴　学校教育のあり方について
　⑵　学校適正配置について
　⑶　市民プラザについて
　⑷　学校給食調理業務の民間委託に

ついて
　⑸　社会教育について

１　財政再建について
　⑴　歳入減での税収確保について
２　まちづくりの推進に係る施策について
　⑴　門真市都市ビジョンについて
　⑵　歩道改修工事について
　⑶　四宮土地区画整理事業地区周辺

の道路整備について
　⑷　大阪モノレール南伸について
　⑸　上水道について
３　公民に係る施策について
　⑴　市民公益活動支援センターについて
４　産業振興に係る施策について
　⑴　特産物レンコンについて
５　教育の向上に係る施策について
　⑴　新学習指導要領について
　⑵　学力向上について
　⑶　教育ビジョンについて
　⑷　不登校、ひきこもりについて
　⑸　学校環境衛生について
６　生涯学習及び文化振興に係る施策
　について
　⑴　地域スポーツについて
　⑵　文化芸術振興基本方針について
７　健康福祉に係る施策について
　⑴　改定保育所保育指針について
　⑵　高齢福祉について
　⑶　高齢者などの防災時情報伝達に
　　ついて
　⑷　国民健康保険料について
８　市民生活に係る施策について
　⑴　環境保全推進について
　⑵　収集車ＧＰＳ活用について
　⑶　市内における犯罪抑止について
　⑷　府営住宅建てかえについて
９　行政管理に係る施策について
　⑴　人事管理について
　⑵　職員研修について
　⑶　事務管理について

１　「小さくてもキラリと光るまち＝門
真」という特色づけについて
２　ＭＳ（マイクロソフト）社の収奪か
ら脱却するＩＴシステムの構築につ
いて
３　「役所的発想」の転換による歩道拡
張について
４　大学誘致の市民合意をつくるべき
ことについて
５　橋下扇動政治と一線を画した市政
運営や市民説明をすべきことについ
て

質　　問　　要　　旨
■施政方針に対する代表質問・市政に対する一般質問

質　　問　　要　　旨 質　　問　　要　　旨

■議会で決まったこと

報告第 １ 号
承認第 １ 号

承認第 ２ 号

承認第 ３ 号

議案第 １ 号

議案第 ２ 号

議案第 ３ 号
議案第 ４ 号
議案第 ５ 号
議案第 ６ 号

議案第 ７ 号

議案第 ８ 号
議案第 ９ 号
議案第１０号
議案第１１号
議案第１２号

議案第１３号

議案第１４号
議案第１５号

議案第１６号

議案第１７号

議案第１８号
議案第１９号

議案第２０号
議案第２１号

議案第２２号
議案第２３号
議案第２４号
議案第２５号
議案第２６号
議案第２７号

議員提出議案
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請願第 １ 号
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承　　認

承　　認

承　　認

可　　決

可　　決

可　　決
可　　決
可　　決
可　　決

可　　決

可　　決
可　　決
可　　決
可　　決
可　　決

可　　決

可　　決
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可　　決
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可　　決
同　　意
同　　意
同　　意
可　　決
可　　決

可　　決

不 採 択

専決処分の報告について
専決処分の承認を求めることについて（平成20
年度門真市一般会計補正予算（第６号）につい
て）
専決処分の承認を求めることについて（平成20
年度門真市国民健康保険事業特別会計補正予
算（第４号）について）
専決処分の承認を求めることについて（平成20
年度門真市後期高齢者医療事業特別会計補正
予算（第２号）について）
一般国道１号改築事業と門真市公共下水道事
業との同時施行における下水道事業の工事の
施行に関する細目協定（西日本高速道路株式会
社施行区間）の一部変更について
字の区域の廃止及び変更並びに町の新設につ
いて
門真市立リサイクルプラザ条例の制定について
門真市基金条例の一部改正について
門真市手数料条例の一部改正について
門真市ひとり親家庭医療費の助成に関する条
例の一部改正について
門真市保健福祉センター条例の一部を改正す
る条例の一部改正について
門真市国民健康保険条例の一部改正について
門真市建築基準法施行条例の一部改正について
門真市立体育館条例の一部改正について
平成20年度門真市一般会計補正予算（第７号）
平成20年度門真市公共下水道事業特別会計補
正予算（第３号）
平成20年度門真市後期高齢者医療事業特別会
計補正予算（第３号）
平成21年度門真市一般会計予算
平成21年度門真市国民健康保険事業特別会計
予算
平成21年度東部大阪都市計画四宮土地区画整
理事業特別会計予算
平成21年度門真市公共下水道事業特別会計予
算
平成21年度門真市都市開発資金特別会計予算
平成21年度門真市公共用地先行取得事業特別
会計予算
平成21年度門真市老人保健事業特別会計予算
平成21年度門真市後期高齢者医療事業特別会
計予算
平成21年度門真市水道事業会計予算
人権擁護委員候補者の推薦について
人権擁護委員候補者の推薦について
人権擁護委員候補者の推薦について
平成20年度門真市一般会計補正予算（第８号）
門真市特別職の職員の給与に関する条例及び
門真市教育委員会の教育長の給与及び旅費条
例の一部改正について
議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部改正について
議員の「隠れ報酬」的な役職報酬の全廃や大幅
削減を求める請願

番　　号 件　　　　　名 議決結果

危
機
的
な
行
財
政
の
現
状
に
鑑
み

議
員
報
酬
を
更
に
削
減

危
機
的
な
行
財
政
の
現
状
に
鑑
み

議
員
報
酬
を
更
に
削
減

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
促
進
に
向
け

　
　
　
　
　
　

条
例
を
制
定

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
促
進
に
向
け

　
　
　
　
　
　

条
例
を
制
定

実施に向け
補正予算を可決
実施に向け

補正予算を可決

定額給付金事業定額給付金事業定額給付金事業寄附者の意思反映へ

３基金を新設
請
願
を
不
採
択

請
願
を
不
採
択
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市民プラザ体育館へ

相撲場を設置
市民プラザ体育館へ

相撲場を設置
戸
田
久
和 

議
員　

失　

職

戸
田
久
和 

議
員　

失　

職

　
米
国
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題

に
端
を
発
し
た
世
界
的
な
景
気
の
後
退

は
、
我
が
国
経
済
に
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
お
り
、大
手
製
造
業
を
初
め
、

多
く
の
企
業
で
赤
字
決
算
が
予
測
さ
れ

る
な
ど
、
百
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
危

機
的
な
状
況
下
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
そ
の
影
響
が
出
始

め
て
お
り
、
新
年
度
予
算
に
お
い
て
も

市
税
収
入
の
大
幅
な
減
少
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
市
で
は
「
財
政
の

再
建
」
と
「
市
政
の
再
生
」
の
実
現
に

向
け
、
行
財
政
改
革
推
進
計
画
な
ど
具

体
の
計
画
に
基
づ
い
て
、
財
政
の
健
全

化
、
ま
た
行
財
政
運
営
の
体
質
改
善
に

全
庁
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ま
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
成
果
も
表
れ

て
い
ま
す
が
、
現
下
の
状
況
を
鑑
み
ま

す
と
、
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
よ
り
強

力
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
本
市
議
会
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で

議
員
報
酬
の
３
％
削
減
を
初
め
、
議
員

定
数
の
削
減
、
政
務
調
査
費
の
減
額
や

収
支
報
告
書
へ
の
領
収
書
等
の
添
付
の

義
務
化
、
ま
た
会
議
出
席
に
か
か
わ
る

費
用
弁
償
や
議
会
公
用
車
の
廃
止
な

ど
、
数
々
の
議
会
改
革
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
市

の
危
機
的
な
行
財
政
の
現
状
か
ら
、
よ

り
一
層
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と

思
慮
し
、
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
全
員
異
議
な
く
可
決
し
、
本
年

４
月
か
ら
の
議
員
報
酬
の
10
％
削
減
な

ど
と
し
た
議
員
報
酬
の
更
な
る
削
減
に

取
り
組
む
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
改
革
に
よ
る
効
果
額

と
し
て
は
、
全
議
員
で
年
額
、
現
行
の

３
％
削
減
の
効
果
額
７
６
４
万
円
か
ら

９
９
３
万
円
増
の
１
７
５
７
万
円
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　
門
真
市
立
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
事
業
用

施
設
と
し
て
管
理
し
て
い
た
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
の
形
態
を
見
直
し
、
廃
棄
物

発
生
の
抑
制
、
再
使
用
、
再
生
利
用
そ

の
他
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
関
す
る

情
報
及
び
体
験
の
場
を
市
民
に
提
供
す

る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
意
識
の
啓
発
を

図
る
と
と
も
に
、
市
民
の
自
主
的
な
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
を
促
進
し
、
資
源
循
環

型
社
会
の
形
成
に
資
す
る
た
め
提
案
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
審
査
の
付
託
を
受
け
た
民
生
常
任
委

員
会
で
は
、
工
房
の
委
託
形
態
に
つ
い

て
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
14
年
４
月
よ
り

19
年
度
ま
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
市
民

体
験
工
房
を
委
託
し
て
い
た
が
、
20
年

度
は
委
託
を
中
止
し
て
お
り
、
今
後
は

市
民
協
働
の
観
点
か
ら
、
広
く
市
民
団

体
か
ら
公
募
に
よ
り
提
案
を
受
け
つ
つ

検
討
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
の
自
主
運
営
工
房
は
、
21
年

度
も
引
き
続
き
活
動
さ
れ
る
と
聞
い
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
な
お
、
本
条
例
の
施
行
日
が
、
本
年

４
月
１
日
と
な
っ
て
お
り
、
使
用
料
徴

収
が
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
周

知
期
間
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て

施
行
日
を
７
月
１
日
に
改
め
る
修
正
案

が
提
出
さ
れ
、
起
立
採
決
の
結
果
、
賛

成
少
数
で
否
決
し
ま
し
た
。

　
本
案
の
採
決
に
当
た
っ
て
は
、
反
対

の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
起
立
採
決

の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
度
門
真
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
８
号
）
は
、
定
額
給
付
金
及

び
子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
給
付
事
業

の
た
め
計
上
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
審
査
の
付
託
を
受
け
た
民
生
常
任
委

員
会
で
は
、
給
付
金
の
対
象
者
と
給
付

額
等
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
対
象
者
は

21
年
２
月
１
日
現
在
、
本
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
者
と
外
国

人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者

で
、
１
人
当
た
り
１
万
２
０
０
０
円
の

基
本
給
付
額
対
象
者
が
13
万
２
２
２
４

人
、
ま
た
１
人
当
た
り
８
０
０
０
円
が

加
算
さ
れ
る
18
歳
以
下
及
び
65
歳
以
上

の
者
の
う
ち
、
18
歳
以
下
の
給
付
対
象

者
が
２
万
３
２
１
７
人
、
65
歳
以
上
の

給
付
対
象
者
が
２
万
７
６
５
３
人
で
、

給
付
総
額
は
19
億
９
３
６
４
万
８
０
０

０
円
に
な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
本
案
の
採
決
に
当
た
っ
て
は
、
賛
成

の
討
論
が
あ
り
、
全
員
異
議
な
く
可
決

し
ま
し
た
。

　
門
真
市
基
金
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
活
用

を
初
め
と
す
る
寄
附
金
に
つ
い
て
、
寄

附
者
の
意
思
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
と

と
も
に
、
よ
り
効
果
の
あ
る
事
業
に
計

画
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
新
た
な
目

的
基
金
の
設
置
等
を
行
う
た
め
に
提
案

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
審
査
の
付
託
を
受
け
た
総
務
水
道
常

任
委
員
会
で
は
、
新
設
す
る
基
金
に
つ

い
て
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
文
化
芸
術
振

興
基
金
、
環
境
保
全
基
金
、
教
育
振
興

基
金
の
３
種
類
を
新
設
し
、
そ
の
設
置

目
的
に
沿
っ
た
事
業
実
施
に
要
す
る
経

費
に
活
用
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
り
、

本
案
は
全
員
異
議
な
く
可
決
し
ま
し
た

　
門
真
市
立
体
育
館
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
は
、
門
真
市
立
門
真
市
民
プ

ラ
ザ
体
育
館
１
階
に
相
撲
を
通
じ
青
少

年
の
健
全
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
門
真
市
相
撲
連
盟
に
よ
り
整
備
さ

れ
た
相
撲
場
が
本
市
に
寄
贈
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、広
く
市
民
の
利
用
に
向
け
、

当
該
相
撲
場
の
使
用
料
を
定
め
る
た
め

に
提
案
さ
れ
た
も
の
で
、
審
査
の
付
託

を
受
け
た
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
寄

贈
内
容
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
同
プ
ラ

ザ
体
育
館
１
階
談
話
室
の
半
面
１
１
４

㎡
に
直
径
５
ｍ
の
土
俵
が
整
備
さ
れ
た

相
撲
場
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

り
、
本
案
は
全
員
異
議
な
く
可
決
し
ま

し
た
。

　
次
の
請
願
は
、本
会
議
に
上
程
さ
れ
、

採
決
に
当
た
っ
て
は
、
賛
成
の
立
場
か

ら
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
起
立
採
決

の
結
果
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

議
員
の
「
隠
れ
報
酬
」
的
な
役
職
報
酬

の
全
廃
や
大
幅
削
減
を
求
め
る
請
願

　
戸
田
久
和
議
員
は
、
違
法
な
団
体
献

金
を
受
け
取
っ
た
と
し
て
、
政
治
資
金

規
正
法
違
反
の
罪
に
問
わ
れ
て
お
り
ま

し
た
が
、
最
高
裁
判
所
の
上
告
を
棄
却

す
る
決
定
が
３
月
９
日
付
で
行
わ
れ
、

公
民
権
停
止
２
年
な
ど
と
し
た
１
、２

審
判
決
が
確
定
し
た
た
め
、
地
方
自
治

法
に
基
づ
き
３
月
24
日
付
で
議
員
を
失

職
し
ま
し
た
。

人
事
案
件
に
同
意

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
門
真
市
大
字
三
ツ
島
１
３
７
４
番
地

　
　

西に
し　

川か
わ　

　
亮あ

き　
彦ひ

こ

　
門
真
市
柳
町
８
番
34
号

　
　

玄げ
ん　

番ば　
　
允み
つ　

子こ

　
門
真
市
北
島
町
12
番
２
号

　
　

濵は
ま　

田だ　
　
和か

ず　
則の

り

。


